
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
指
導
的
女
子
教
育
者
の
様
子
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五
女
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
連
絡
協
議
会

座
長

箕
浦
康
子

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
よ
り
、
教
員
養
成
系
の
二
つ
の

大
学
の
女
性
教
官
一
〇
人
と
女
性
校
長
一
〇
人
が
研

修
の
た
め
来
日
し
ま

し
た
。
二
月
四
日
に

は
本
学
理
学
部
会
議

室
で
本
田
学
長
を
お

迎
え
し
て
開
講
式
を

行
い
、
小
憩
の
後
、

本
学
の
舘
か
お
る
教

授
に
よ
る
講
義
「
近

代
日
本
女
子
教
育
史

か
ら
の
提
言－

ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
女
子

教
育
復
興
プ
ラ
ン
策
定
に
む
け
て
」
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
八
月
に
は
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
関
係
者
八
人

が
カ
ブ
ー
ル
に
出
向
き
学
校
現
場
や
教
員
養
成
大
学

な
ど
を
視
察
し
、
十
一
月
に
は
教
育
大
学
学
長
や
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
教
育
省
の
局
長
な
ど
を
日
本
に
招
き
、

当
研
修
の
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。
女
性
教
育
者

リ
ー
ダ
ー
グ
ル
ー
プ
育
成
の
た
め
の
今
回
の
研
修
で

は
、
各
大
学
が
三
な
い
し
四
日
の
研
修
を
引
き
受
け

て
い
ま
す
が
、
本
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
で

し
た
。

二
月
十
・
十
二
日
は
、
日
本
女
子
大
学
で
幼
稚
園
、

小
学
校
で
の
研
修
を
希
望
す
る
一
〇
人
と
本
学
で
理

科
教
育
の
講
義
・
実
習
を
希
望
す
る
一
〇
人
に
分
か

れ
ま
し
た
。
十
日
は
、
室
伏
理
学
部
長
に
よ
る
「
自

然
系
分
野
に
お
け
る
女
性
の
研
究
・
技
術
者
養
成
」、

石
井
朋
子
附
属
高
等
学
校
教
諭
、
佐
藤
道
幸
附
属
中

学
校
教
諭
に
よ
る
「
理
科
教
員
養
成
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
、
理
科
教
育
法
、
教
育
実
習
」
に
つ
い
て
の
講
義
、

藤
枝
修
子
ア
フ
ガ
ン
特
任
教
授
に
よ
る
理
科
実
験
の

基
礎
で
あ
る
「
量
る
・
測
る
」
こ
と
に
つ
い
て
実
習

し
ま
し
た
。
二
月
十
二
日
の
午
前
中
は
藤
枝
特
任
教

授
の
指
導
で
、
二
人
一
組
で
「
時
計
反
応
」
の
実
験

を
行
い
、
午
後
は
教
材
作
製
実
習
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
使
っ
て
実
験
器
具
を
つ
く
り
、
塩
水
振
動
子
の

実
験
を
や
り
ま
し
た
。
十
七
、
十
八
、
十
九
日
は
、

東
京
女
子
大
学
の
担
当
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
初
歩
の
講

習
会
、
二
十
日
に
は
、
ま
た
全
員
が
お
茶
大
に
集
い
、

午
前
中
は
学
校
運
営
・
年
間
行
事
計
画
な
ど
の
校
長

業
務
に
つ
い
て
附
属
学
校
校
長
や
副
校
長
ら
と
懇
談

後
、
理
科
グ
ル
ー
プ
と
家
庭
科
グ
ル
ー
プ
に
分
れ
、

授
業
参
観
や
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
た
め
の
教
案

を
つ
く
る
実
習
を
し
ま
し
た
。
二
十
一
日
は
、
理
科

の
授
業
で
教
壇
に
立
っ
た
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に

は
な
い
家
庭
科
教
育
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
職
業
教
育
・

保
健
衛
生
・
栄
養
学
と
の
連
携
に
つ
い
て
学
び
、
午

後
に
は
、
前
日
の
教
案
に
基
づ
き
本
学
附
属
中
学
生

に
対
し
ア
フ
ガ
ン
料
理
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ア
フ
ガ
ン
料
理
の
試
食
会
、
畑
江
研
究
室

手
作
り
の
日
本
料
理
や
中
華
料
理
を
研
修
員
に
味

わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
か
ね
て
、
お
茶
大
で
の
研
修

に
関
わ
っ
た
関
係
者
も
交
え
て
さ
よ
な
ら
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

研
修
員
は
、
二
月
二
十

二
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で

は
奈
良
へ
行
き
、
世
界
遺

産
を
見
学
し
た
り
山
村
の

小
学
校
を
訪
ね
た
り
、
奈

良
女
子
大
学
附
属
小
中
学

校
で
総
合
学
習
に
つ
い
て

の
研
修
を
う
け
ま
し
た
。

今
回
は
、
研
修
補
助
イ

ン
タ
ー
ン
の
学
生
二
人
を

各
研
修
に
張
り
つ
け
、
翌
朝
十
時
ま
で
に
研
修
の
様

子
を
ｗ
ｅ
ｂ
に
ア
ッ
プ
し
、
関
係
者
が
相
互
に
他
所

で
の
研
修
を
参
照
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
カ
ブ
ー
ル
の
留
守
宅
の
家
族
が
日
本
で
の
様
子

を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
務
所
に
聞
き
に
来
た
と
き
に
元
気
に

研
修
を
受
け
て
い
る
本
人
の
姿
を
パ
ソ
コ
ン
上
で
確

認
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
思
わ
ぬ
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
桜
蔭
会
や
附
属
学
校
園
の
保
護
者
会
の
協
力

を
得
て
、
二
月
十
五
日
（
土
）
に
は
家
庭
訪
問
の
機

会
を
持
ち
ま
し
た
。
通
訳
な
し
で
し
た
が
、
研
修
員

に
は
日
本
の
家
庭
の
様
子
が
わ
か
り
非
常
に
好
評
で

し
た
。
本
研
修
の
最
終
報
告
書
は
四
月
中
に
は
発
行

さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
ご
入
用
の
方
は
、
研
究
協

力
室
ま
で
お
申
し
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
担
当
特
任
教
授

藤
枝
修
子

二
月
三
日
か
ら
三
月
七
日
ま
で
の
五
週
間
に
わ
た

る
研
修
期
間
の
う
ち
、
東
京
女
子
大
主
催
の
情
報
教

育
で
、
ダ
リ
ー
語
の
文
書
作
成
を
含
む
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
実
習
が
行
わ
れ
た
三
日
間
を
除
き
、
全
期
間
を
来

日
研
修
員
に
同
行
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
こ
の
間
に
感
じ
た
様
子
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。ま

ず
、
服
装
は
校

長
と
大
学
教
員
と
に

違
い
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
校
長
は
全
員
い

つ
も
黒
の
洋
服
と
白

ま
た
は
灰
色
の
ス

カ
ー
フ
を
着
用
し
て

い
ま
し
た
が
、
大
学

教
員
は
い
ろ
い
ろ
な

色
で
、
が
ら
物
の
洋

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
よ
り
女
性
教
育
者

二
〇
人
来
学

―
二
月
三
日
よ
り
三
月
七
日
ま
で
の
研
修
が
無
事
終
了
―

５

文部科学省の河村副大臣を訪問し
た研修員一行
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中学生アフガン料理を習う

カフェテリアの説明に聞き入る一行



研
究
室
紹
介

理
学
部
物
理
学
科
ソ
フ
ト
マ
タ
ー
構
造
研
究
室

服
と
模
様
の
あ
る
ス

カ
ー
フ
を
ま
と
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
ラ
メ
入

り
の
美
し
い
ロ
ン
グ
ド

レ
ス
や
ブ
ラ
ン
ド
も
の

の
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
、
つ

け
爪
な
ど
関
係
す
る
私

た
ち
よ
り
ず
っ
と
お

し
ゃ
れ
な
雰
囲
気
を
不

思
議
に
思
い
、
詳
細
を

聞
い
て
み
ま
し
た
。
ラ
メ
入
り
の
洋
服
は
生
地
を

買
っ
て
仕
立
て
屋
で
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
て
つ
く
っ
た

と
の
こ
と
で
、既
製
品
よ
り
安
く
、一
ヶ
月
の
給
料
相

当
の
三
〇
ド
ル
だ
っ
た
と
か
。

年
齢
構
成
も
校
長
グ
ル
ー
プ
は
年
配
が
多
く
、
平

均
年
齢
は
四
五
・
一
歳
に
対
し
、
教
員
養
成
カ
レ
ッ

ジ
（
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）
教
員
は
三
一
・
八
歳
、
教
育
大
学
は

三
八
・
八
歳
で
し
た
。
学
歴
に
つ
い
て
の
不
謹
慎
な

比
較
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
校
長
は
大
卒
四
名
、

Ｔ
Ｔ
Ｃ
卒
三
名
、
高
校
卒
三
名
に
対
し
、
Ｔ
Ｔ
Ｃ
と

教
育
大
学
は
全
員
大
卒
、
修
士
修
了
者
四
名
、
Ｐ
ｈ

Ｄ
一
名
で
あ
り
、
特
に
教
育
大
学
教
員
は
ソ
連
な
ど

の
外
国
の
大
学
院
修
了
生
が
三
名
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
二
〇
名
の
方
々
は
今
回
の
研
修
で
は
じ
め
て
知

合
い
に
な
っ
た
人
た
ち
も
か
な
り
あ
る
と
の
こ
と
で
、

年
齢
、
立
場
な

ど
の
微
妙
な
も

の
が
原
因
と
思

わ
れ
る
場
面
も

多
々
あ
り
ま
し

た
。
私
は
言
葉

が
通
じ
な
い
の

で
、
通
訳
や

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
か
ら
の
情

報
し
か
あ
り
ま

せ
ん
が
、
表
情

や
態
度
か
ら
は
察

す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
質
疑
応

答
や
意
見
交
換
の

場
で
は
、
大
学
関

係
者
か
ら
は
い
つ

も
活
発
に
発
言
さ

れ
ま
し
た
が
、
校

長
グ
ル
ー
プ
か
ら

は
決
ま
っ
た
方
か

ら
の
発
言
が
多

か
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
た
だ
、
女
性
の
立
場
な
ど
を
議
論
す
る

場
で
は
全
員
が
活
発
に
意
見
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

当
然
な
が
ら
、
校
長
グ
ル
ー
プ
は
常
に
自
分
の
学
校

の
代
表
と
し
て
の
意
識
が
あ
り
、
四
名
が
８
�
ビ
デ

オ
を
来
日
直
後
に
購
入
し
、
帰
国
後
自
分
の
学
校
で

紹
介
し
よ
う
と
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
、
い
ろ
い
ろ
な
場

面
の
撮
影
を
実
行
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
よ
う
な

来
日
研
修
に
求
め
る
目
的
が
、
校
長
と
大
学
教
員
と

は
か
な
り
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
研
修
に
対

す
る
希
望
と
し
て
、
今
回
の
よ
う
に
広
い
分
野
が
よ

い
と
い
う
意
見
と
、
専
門
分
野
ご
と
の
研
修
を
少
人

数
で
、
も
っ
と
深
く
掘
り
下
げ
て
欲
し
い
と
い
う
意

見
が
あ
り
、
大
学
教
員
に
は
後
者
の
希
望
が
多
数
を

し
め
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
希
望
す
る
声
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
共
通
点
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

実
習
が
有
意
義
で
あ
っ
た
こ
と
、
日
本
が
空
襲
な
ど

で
壊
滅
し
た
状
況
や
戦
後
立
ち
直
っ
た
経
緯
を
詳
細

に
知
り
た
い
と
の
希
望
が
強
か
っ
た
こ
と
で
し
た
。

研
修
員
の
皆
さ
ん
は
、
今
後
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
女

子
教
育
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
役
割
を
実
感

し
な
が
ら
、
物
心
と
も
に
い
ろ
い
ろ
な
お
土
産
を
携

え
て
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
、
大
勢
の
方
々

の
ご
協
力
に
よ
り
一
年
目
の
成
果
と
し
て
そ
れ
な
り

の
手
ご
た
え
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
お
借

り
し
て
、
ご
支
援
下
さ
っ
た
方
々
に
深
謝
し
ま
す
。

理
学
部

今
井
正
幸

教
授

ソ
フ
ト
マ
タ
ー
っ
て
何
？

物
理
と
聞
い
て
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
ち
ま
す
か
？
今
ま
で
物
理
学
は
自
然
界
の
現
象

を
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
だ
け
を
残
し
て
単
純
化
し
て

い
き
、
そ
の
根
本
的
な
原
理
を
明
ら
か
に
す
る
と
い

う
手
法
（
還
元
論
）
に
よ
り
様
々
な
可
能
性
を
人
類

に
示
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
物
理
学
の
流
れ

の
な
か
で
、
最
近
は
、
今
ま
で
に
得
た
物
理
学
の
知

識
を
利
用
し
て
、
我
々
の
身
近
に
あ
る
多
様
で
複
雑

な
現
象
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
新
し
い
流
れ
が

生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
一
つ
の
例
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
私
た
ち
の
身
の
回
り
は
様
々
な
モ
ノ
で
満

ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
モ
ノ
が
硬
い

モ
ノ
か
ら
柔
ら
か
い
モ
ノ
へ
と
変
化
し
て
き
て
い
る

気
が
し
ま
せ
ん
か
？
例
え
ば
今
ま
で
金
属
や
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
（
陶

磁
器
な
ど
）
が

使
わ
れ
て
い
た

容
器
が
高
分
子

（
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
等
）
に
な
っ

た
り
、
テ
レ
ビ

が
ブ
ラ
ウ
ン
管

か
ら
液
晶
に

な
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
こ
れ

ら
、
高
分
子
・
液
晶
・
界
面
活
性
剤
（
石
鹸
）
な
ど

の
柔
ら
か
い
物
質
を
ま
と
め
て
ソ
フ
ト
マ
タ
ー
と
呼

び
ま
す
。
こ
の
ソ
フ
ト
マ
タ
ー
が
活
躍
す
る
の
は
単

に
工
業
製
品
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
化
粧
品
、
食
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お琴の演奏を体験（於・奈良新公会堂）

養護学校生徒が作った小作品を見て
感激ひとしおの一行（筑波大学附属
桐が丘養護学校にて）

実験中におじゃましました、奥の
ガラスケース内の装置は小角Ｘ線
散乱装置

奈良の１００円ショップで買ったお土産
と静岡県総合教育センターで貰った
文房具を持って東京行き新幹線こだ
まを待つ一行（掛川駅にて）


